
10 

 

令和 4 年度厚生労働科学研究費補助金エイズ対策政策研究事業 

HIV 感染者の妊娠・出産・予後に関するコホート調査を含む疫学研究と情報の普及啓発方法の開発 

ならびに診療体制の整備と均てん化のための研究 

分担研究報告書 

 

研究分担課題名：HIV 感染妊娠に関する研究の統括とこれまでの研究成果の評価と課題の抽出 

 

研究分担者：喜多恒和  奈良県総合医療センター周産期母子医療センター長兼産婦人科統括部長 

 

研究協力者： 

佐久本薫  沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 嘱託医師 

佐道俊幸  奈良県総合医療センター産婦人科 部長 

外川正生  大阪市立総合医療センター小児総 合診療科 主任部長 

宮木康成  医療法人緑風会三宅おおふくクリニック 院長 Medical Data Labo 代表 

榎本美喜子 奈良県総合医療センター産婦人科 研究補助員 

 

研究要旨： 

本研究班は以下の 8つの研究分担班で構成されている。1）HIV感染妊娠に関する研究の統括とこ

れまでの研究成果の評価と課題の抽出（喜多分担班）2）国民への HIV 感染妊娠に関する情報の普

及啓発（高野分担班）3）医療従事者への HIV 感染妊娠に関する情報の普及啓発と診療体制の整備

と均てん化（出口分担班）4) HIV感染妊婦とその出生児の発生動向および妊婦 HIVスクリーニング

検査等に関する全国調査（吉野分担班）5) HIV感染妊娠に関する臨床情報の集積と解析およびデー

タベースの更新（杉浦分担班）6) HIV感染女性と出生児の臨床情報の集積と解析およびウェブ登録

によるコホート調査の全国展開（田中分担班）7)「HIV感染妊娠に関する診療ガイドライン」と「HIV

母子感染予防対策マニュアル」の改訂（山田分担班）8) HIV感染妊娠に関する全国調査とデータベ

ース管理の IT化およびコホート調査のシステム支援（北島分担班）。これらの研究分担者相互によ

る研究計画評価会議と研究協力者も加えた全体班会議を各 2 回行い、研究の進捗状況と成績を相互

評価し研究計画の修正を行うことで、研究の確実な実施につながった。平成 6 年から始まった厚労

科研費による HIV 母子感染に関する研究の成果をまとめ、「日本における HIV 母子感染に関する研

究のあゆみ」（概要版）として刊行し、今後の研究計画の立案に資することができた。 

 

A.研究目的 

①研究分担者相互による研究計画評価会議や

研究協力者も加えた全体班会議を行い、研究の

進捗状況と成績を相互評価し研究計画の修正

を行う。 

②平成 6 年から始まった厚労科研費による HIV

母子感染に関する研究の成果をまとめ、令和 4

年度に刊行し、今後の研究計画の立案に資する。 

 

B.研究方法 

①研究分担者相互による研究計画評価会議や

研究協力者も加えた全体班会議を行い、研究の

進捗状況と成績を相互評価し研究計画の修正

を行う。 

②平成 6 年から始まった厚労科研費による HIV

母子感染に関する研究の成果をまとめ、「日本

における HIV 母子感染に関する研究のあゆみ」

（概要版）として令和 4 年度に刊行し、今後の
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研究計画の立案に資する。 

 

（倫理面への配慮） 

当班の研究は、HIV 感染に関わる産科医療と小

児医療および社会医学の中で行われることか

ら、基本的に「倫理面への配慮」は欠くべから

ざるものである。細心の注意をもって対処する。

調査研究においては、文部科学省・厚生労働

省・経済産業省告示「人を対象とする生命科

学・医学系研究に関する倫理指針」を遵守しプ

ライバシーの保護に努める。個人の識別は本研

究における通し番号を用い、各情報は登録番号

のみで処理されるため、個人情報が漏洩するこ

とはなく、またデータから個人を特定すること

も不可能である。きわめてプライバシー保護要

求レベルが高い対象の個人情報を求める調査

が必要であることから、研究計画は研究代表者

並びに研究分担者が所属する施設の倫理審査

委員会の承認を得ることとし、調査結果を公表

する場合は個人情報の保護を第一義とする。 

 

C.研究結果 

①研究計画評価会議を 2 回（令和 4 年 5 月 7 日

と 11 月 19 日）と全体班会議を 2 回（令和 4 年

7 月 24 日と令和 5 年 2 月 26 日）実施し、途中

成果を確認し研究計画の修正を行った。 

 研究班ホームページの閲覧数やツイッター

のフォロワー数の増加がみられない原因の模

索と対策について検討したが、明確な結論には

至らなかった。妊婦を含めた若者に対するリー

フレットや小冊子を用いた教育啓発は継続し

ており、妊娠初期妊婦へのアンケート調査の結

果として報告された。より実効的な普及啓発方

法の開発として、インフルエンサー的若者を研

究協力者として迎え、30 秒以内のショート動画

を 21 本作製し、YouTube・Instagram・TikTok を

用いて公開した。閲覧数の最高値は、YouTube

で 1 万回、Instagram で 140 万回、TikTok で 63

万回となり、相当な反響を得たと考えられた。

また閲覧数の変化を経時的に確認することで、

次回の動画制作のタイトルや内容の立案に反

映させることとした。 

 HIV感染妊婦の分娩が受け入れ可能と回答し

ている医療施設の看護職を対象として、経腟分

娩の適応条件と安全性に関する情報を提供し、

アンケートを行うことで経腟分娩導入の課題

を抽出した。 

HIV感染妊婦とその出生児の発生動向および

妊婦 HIV スクリーニング検査等に関する全国

調査は当初の計画通り実施され、HIV 感染妊婦

とその出生児の発生動向や妊婦の HIV スクリ

ーニング検査実施率などを、全国の産科病院約

1100 か所と小児科施設約 2300 か所を対象に調

査した。HIV母子感染全国調査報告書を作成し、

全国の産科小児科施設や地方自治体などに配

布し、診療体制や医療行政の改善に寄与した。 

HIV感染妊娠に関する臨床情報の集積と解析

およびデータベースの更新が行われた。HIV 感

染妊婦の診療施設に対し産科二次調査をウェ

ブと郵送の併用回答にて行い、臨床情報を集積

した。HIV 感染妊婦および出生児の臨床情報を

照合し、産婦人科小児科統合データベースの更

新と解析を行い、HIV 感染妊娠の発生動向を把

握した。 

HIV感染女性と出生児の臨床情報の集積と解

析およびウェブ登録によるコホート調査の全

国展開をおこなった。出生児の診療施設に対し

小児科二次調査をウェブと郵送の併用回答に

て行い、臨床情報を集積した。HIV 感染女性と

出生児の予後に関するコホート調査のための

ウェブ登録システムには、国際医療研究センタ

ーはじめ 4 施設から女性 38 例、出生児 53 例が

登録済みで、定期的な情報入力が行われた。さ

らに施設登録依頼を全国に展開する。 

「HIV 母子感染予防対策マニュアル」第 9 版

は 2022 年 3 月に刊行された。主な改訂点は抗

HIV 治療薬やその投与方法、分娩様式の選択に

関する部分であった。「HIV 感染妊娠に関する

診療ガイドライン」は、令和 4 年度におけるわ

が国の医療事情や施設の診療能力に関する実
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態調査の結果を踏まえ、令和 5 年度の第 3 版へ

の改訂に向け、情報収集が行われた。主な改訂

点はわが国の診療体制の実態に則した分娩様

式の推奨である。 

HIV感染妊娠に関する全国調査とデータベー

ス管理の IT 化およびコホート調査のシステム

支援を行った。産科・小児科 2 次調査回答のウ

ェブ化は、令和 4 年度まではウェブ登録と郵送

回答の併用であるが、令和 5 年度にはウェブ登

録への一本化を目指す。さらにデータベース管

理の精度も検証した。HIV 感染妊娠の発生に関

する全国一次調査回答のウェブ化については、

メリットが少ないと判断し、これまでと同様に

郵送調査を継続することとした。HIV 感染女性

と出生児のコホート調査のシステム支援も継

続して行った。 

②平成 6 年（1994 年）から始まった厚労科研費

による HIV 母子感染に関する研究の成果をま

とめ、「日本における HIV 母子感染に関する研

究のあゆみ」（概要版）を発刊した。資料不足

から最初の 3 年間分は令和 5 年度刊行予定の

「日本における HIV 母子感染に関する研究の

あゆみ」（詳細版）」に記載することとした。1997

年から 3 年ごと 9 期にわたる研究課題及び研究

分担課題を経時的にまとめ、長年の研究成果を

俯瞰的に理解できるよう概略版とし、今後の研

究計画の立案に資することとした。 

 

D.考察 

 新型コロナ感染拡大の影響で、対面での研究

計画評価会議や研究班全体会議がウェブ開催

となり、十分な討議ができなかったが、当初の

研究計画はほぼ達成されたと考える。 

 研究班ホームページでは、引き続き研究成果

や HIV 感染妊娠に関する国内外の情報を適時

公開していくことに変わりはないが、ホームペ

ージで最も閲覧数の多い Q＆A の内容を改訂し、

充実させることが閲覧数の増加に有効である

と考えられた。SNS を利用した動画の作成と公

開は、一般国民への正確な情報提供と教育啓発

に大変有効であろうと考えられた。動画シリー

ズの続編を計画中である。 

 HIV感染妊婦の分娩受け入れ施設における助

産師を対象としたアンケート調査から、HIV 感

染妊婦の分娩介助経験数が著明に少ないこと

が、経腟分娩導入の困難さを象徴しているよう

に思われた。母子感染および水平感染のリスク

に特化したマニュアルの作成が必要である。 

 全国調査の継続やガイドラインの改訂およ

び研究の IT 支援などは順調に進行し、最終年

度における研究計画の達成が期待された。 

 

E.結論 

 多岐にわたる研究分担課題のそれぞれで、当

初の研究計画がほぼ完遂されたと考える。「日

本における HIV 母子感染に関する研究のあゆ

み（概要版）」の発刊は、今後の HIV 母子感染

に関する研究の継続における研究計画の立案

において、大いに役立つものと考えられた。 

 

G.研究業績 

著書 

1. 山田里佳、兼重昌夫、定月みゆき、白野倫

徳、杉野祐子、田中瑞恵、谷口晴記、出口

雅士、鳥谷部邦明、中河秀憲、中西 豊、

中野真希、中濵智子、羽柴知恵子、渡邉英

恵、佐野貴子、杉浦 敦、吉野直人、喜多

恒和：HIV 母子感染予防対策マニュアル 

第 9 版．令和 3 年度厚生労働科学研究費補

助金エイズ対策政策研究事業「HIV 感染者

の妊娠・出産・予後に関するコホート調査

を含む疫学研究と情報の普及啓発方法の

開発ならびに診療体制の整備と均てん化

のための研究」班編、2022 

2. 喜多恒和ら：日本における HIV母子感染に

関する研究のあゆみ（概要版）．令和 4 年

度厚生労働科学研究費補助金エイズ対策

政策研究事業「HIV 感染者の妊娠・出産・

予後に関するコホート調査を含む疫学研

究と情報の普及啓発方法の開発ならびに
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診療体制の整備と均てん化のための研究」

班、2023 

 

論文 

1. 喜多恒和、吉野直人、杉浦 敦、田中瑞恵、

山田里佳、北島浩二：HIV 感染者の妊娠・

出産・予後に関するコホート調査を含む疫

学研究と情報の普及啓発方法の開発なら

びに診療体制の整備と均てん化のための

研究．令和 3 年度厚生労働行政推進調査事

業費補助金エイズ対策政策研究事業エイ

ズ対策研究事業の企画と評価に関する研

究 総括研究報告書 天野景裕編、2022；

35-38． 

3. 佐道俊幸、石橋理子、渡辺しおか、吉元千

陽、喜多恒和：当院における新型コロナウ

イルス感染妊婦管理の現状．奈良県医師会

医学会年報、2022；35（1）：55-60 

4. 喜多恒和：総説 HIV 母子感染予防に関す

る国内外の状況．日本産婦人科感染症学会

雑誌、2023：7（発刊予定） 

 

学会発表 

1. 喜多恒和：（教育講演）わが国における HIV

母子感染予防に関する研究とその成果～

1994 年からの 28 年間～．第 38 回日本産婦

人科感染症学会学術集会．東京、2022.5 

2. 佐道俊幸：（特別講演）母体の感染．奈良

県看護協会 CLoCMip レベルⅢ認証申請の

ための必須研修．橿原、2022.5 

3. 伊藤由子、吉野直人、岩動ちず子、小山理

恵、高橋尚子、杉浦 敦、田中瑞恵、山田

里佳、北島浩二、喜多恒和：HIV 母子感染

予防に対する診療体制における COVID-19

感染拡大の影響．第 38 回日本産婦人科感

染症学会学術集会．東京、2022.5 

4. 杉浦 敦、山中彰一郎、市田宏司、岸本倫

太郎、小林裕幸、高野政志、竹田善紀、中

西美紗緒、箕浦茂樹、桃原祥人、藤田綾、

喜多恒和：HIV 感染妊娠における経腟分娩

の可能性に関する検討．第 38 回日本産婦

人科感染症学会学術集会．東京、2022.5 

5. 山中彰一郎、杉浦 敦、市田宏司、岸本倫

太郎、小林裕幸、高野政志、竹田善紀、中

西美紗緒、箕浦茂樹、桃原祥人、藤田綾、

喜多恒和：医療従事者への感染予防の観点

から考える、HIV 感染妊婦の分娩様式．第

38 回日本産婦人科感染症学会学術集会．東

京、2022.5 

6. 杉浦 敦、山中彰一郎、竹田善紀、中西美

紗緒、市田宏司、箕浦茂樹、高野政志、桃

原祥人、吉野直人、喜多恒和：HIV 感染妊

娠における分娩週数と児の短期予後に関

する検討．第 58 回周産期・新生児医学会

学術集会．横浜（Web）、2022.7 

7. 中谷真豪、樋口 渚、渡辺しおか、渡邉 恵、

石橋理子、吉元千陽、佐道俊幸、喜多恒和：

当院における COVID-19 妊婦の管理．令和

４年度奈良県産婦人科医会学術講演会．橿

原（Web）、2022.7 

8. 杉浦 敦、竹田善紀、山中彰一郎、市田宏

司、岸本倫太郎、中西美紗緒、箕浦茂樹、

高野政志、桃原祥人、喜多恒和：HIV 感染

妊娠におけるコントロール不良例に関す

る検討．第 74 回日本産科婦人科学会学術

講演会．福岡、2022.8 

9. 喜多恒和：HIV 感染者の妊娠・出産・予後

に関するコホート調査を含む疫学研究と

情報の普及啓発方法の開発ならびに診療

体制の整備と均てん化のため研究．2022

（令和 4）年度エイズ関連研究 厚生労働

省（MHLW）・日本医療研究開発機構

（AMED）合同研究成果発表会．東京、

2022.9 

10. 杉浦 敦、山中彰一郎、竹田善紀、市田宏

司 、中西美紗緒、箕浦茂樹、高野政志、

桃原祥人、小林裕幸、藤田綾 、高橋尚子、

吉野直人、山田里佳、田中瑞恵、北島浩二、

外川正生 、喜多恒和 ：HIV 感染妊娠にお

ける計画的妊娠に関する検討．第 36 回日
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本エイズ学会学術集会．浜松（Web）、2022.

 11 

11. 菊池琴佳、小山理恵、吉野直人、伊藤由子、

岩動ちず子、高橋尚子、杉浦 敦、田中瑞

恵、山田里佳、北島浩二、出口雅士、高野

政志、喜多恒和：日本における未受診妊婦

の現状と HIV 検査状況．第 36 回日本エイ

ズ学会学術集会．浜松（Web）、2022.11 

12. 田中瑞恵、外川正生、兼重昌夫、細川真一、
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「日本における HIV 母子感染に関する研究のあゆみ」（概要版） 
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